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学校法人静岡理工科大学 浜松未来総合専門学校



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T1-K02 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Job huntingⅠ 
国際観光・ビジネス科 

就職Ⅰ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 通年 必修 30 1 神谷 由佳 

授 業 の 目 的 

就職活動を行い、内定を得るためには、就職試験対策に加え、採用システムの理解、業界研究が必
須である。本科目では、世界でも独特な日本の採用システムを理解し、その準備を行う。サービス
業を中心に業界研究を行ったうえで、求人票の見方を学び、自ら志望する会社を選択できるように
する。また、履歴書の作成、面接練習も行う。 
 

授 業 の 到 達 目 標 

 
１．さまざまな媒体で就職情報を得て、その内容を理解することができる。 
２．面接マナーを理解し、実践できる。 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義 〇 演習  実験・実習・実技 〇 

アクティブ・ラーニング 

グループワーク  フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ 〇 ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習  教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

修了時課題 10% 10% 5% 25% 

修了時実技 10% 10% 5% 25% 

随時課題 10% 10% 10% 30% 

授業態度   20% 20% 

     

     

     

 使用テキスト・教材 

 
教員が適宜作成するプリント 
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

１．オリエンテーション 2   

２．日本の就職活動 2   

３．業界研究    

 ３－１．サービス業について 2   

 ３－２．就労ビザ取得の条件 2   

 ３－３．ポータルサイトの使い方 4   

 ３－４．求人票の見方 4   

 ３－５．求人情報検索、分析 レポート提出 6 〇  

４．面接    

 ４－１．面接マナー 2   

 ４－２．面接ロールプレイ 6 〇 〇 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T1-K05 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Business Writing Ⅰ 
国際観光・ビジネス科 

ビジネス文書作成Ⅰ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 30 1 神谷 由佳 

授 業 の 目 的 

専門学校での学習や就職後の業務において、わかりやすい文章を書く能力は必須である。学生は、
話し言葉と書き言葉を区別し、自分が伝えたいことを相手に理解してもらえる表現を学び、文章に
していく能力を身につける。本科目では報告書と履歴書の作成を通し、自分の文章を客観的に読む
目を養い、ブラッシュアップしていく。 
 

授 業 の 到 達 目 標 

（１）読み手を意識した、読みやすい字を書くことができる。 
（２）フォーマットに従い、履歴書を書くことができる。 
（３）自分の文章を読み直し、自分で修正することができる。 
 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義 〇 演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク  フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業  調査学習  教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

修了課題 15% 15% 10% 40% 

修了試験  5%  5%  10% 

随時課題 10% 15% 15% 40% 

受講態度   10% 10% 

     

     

     

 使用テキスト・教材 

 
教員が用意するプリント 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

１．オリエンテーション 2   

２．履歴書作成     

 ２－１．履歴書の目的 2   

 ２－２．履歴書経歴欄記入 4 〇  

 ２－３．履歴書自己 PR作成 6   

 ２－４．履歴書志望理由作成 6   

 ２－５．履歴書作成 2 〇  

３．会社ごとの志望理由作成    

 ３－１．志望企業を絞り志望理由を作成 6   

４．履歴書用語確認テスト 2 〇 〇 

     

     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 
 
 
 

 
ビジネス文書作成Ⅱ 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T1-K07 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Business Etiquette  
国際観光・ビジネス科 

ビジネスマナー 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 30 1 夏目 靖子 

授 業 の 目 的 

 日本の社会を理解し活躍できるようなマナーを身につける。また、同時に日本での就職活動に必
要な考え方やマナーも習得する。ロールプレイングで実践力を養う。 
 
 
 

授 業 の 到 達 目 標 

①日本のビジネス社会について深く知り、親しみや関心を持つことができる。 
②日本のビジネス場面に必要な会話や立ち居振る舞いできるようになる。 
③就職活動において必要なマナーを習得し、実践できるようになる。 
 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義  演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ 〇 ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習  教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

単元テスト 20% 20%  40% 

ロールプレイング 10% 20% 10% 40% 

受講態度・出席状況   20% 20% 

     

     

     

     

 使用テキスト・教材 

・浜松未来総合専門学校「就職の手引き」 
・資料プリント、練習問題、演習問題(自作) 



授業内容・授業計画 

内   容 時間 
課題 
試験 

評価 

１．基本のマナー  〇 〇 

 1－1 社会人としての心構えとマナー 2   

 1－2 身だしなみの基本 1   

 1－3 就職活動の身だしなみ 1   

２．会話のマナー  〇 〇 

 2－1 敬語をマスターする 2   

 2－2 正しい言葉遣い 2   

 2－3 会話の実際 2   

 2―4 就職活動での会話 2   

３．書き方のマナー  〇 〇 

 3－1 用字の知識と文書の書き方 1   

 3―2 履歴書・エントリーシートの書き方 2   

 3－3 郵便の知識 2   

 3－4  FAX とメールのルール郵便の知識 1   

４．就職活動（面接）対策  〇 〇 

 4―1 面接のマナーとポイント 1   

 4－2 対面面接 5   

 4―3 オンライン面接 5   

５．まとめ 1   

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

※この科目は、実務経験のある教員が担当する科目である。 
 
 
 
 
 
 

・ビジネスコミュニケーシ
ョンⅠ／Ⅱ 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T1-K08 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Business Mail 
国際観光・ビジネス科 

ビジネスメール 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 30 1 神谷 由佳 

授 業 の 目 的 

就職活動や就職後に必要となるビジネススキルである、ビジネスメールの作成を学習する。 
 
 
 
 

授 業 の 到 達 目 標 

ビジネスの場面に適したメールのやり取りをすることができる。 
 
 
 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義 〇 演習  実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習  教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

課題 20% 20% 10% 50% 

授業態度 % % 40% 40% 

出席率 % % 10% 10% 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

『ビジネスメールの書き方・送り方』 
『しごとの日本語 メールの書き方編』 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 時間 
課題 
試験 

評価 

オリエンテーション・ ビジネスメールとは 2   

1.メールの基本ルール・マナー・書き方 8   

2.シチュエーション別メール 6   

3.就職活動のメール 6   

4.メール実習 4   

5.伝わるメール、読まれるメールの書き方 4 〇 〇 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 
 
 

ビジネスマナー 
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T1-K09 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Business Communication Ⅰ 
国際観光・ビジネス科 

ビジネスコミュニケーションⅠ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 30 1 金田 雅美 

授 業 の 目 的 

・予測不可能な異文化衝突に対処していこうとする態度を育てること。 
・学生が自分と他者との協働によって問題解決策を検討していくための社会（人間）環境を作り出
す能力を育成する。 
 
 

授 業 の 到 達 目 標 

・異文化衝突に出会ったときに、相手の価値観等に理解を示し衝突を回避する思考が身についてい
る 
・他者との協働作業ができる 
 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義 〇 演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ  ＰＢＬ 〇 反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習  教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

授業態度 10% 20% 20% 50% 

発表 10% 20% 10% 40% 

出席状況   10% 10% 

     

     

     

     

 使用テキスト・教材 

ビジネスコミュニケーションのためのケース学習 職場のダイバーシティで学び合う 
 



授業内容・授業計画 

内   容 時間 
課題 
試験 

評価 

１．オリエンテーション お互いを知ろう 身近な異文化衝突 3    

２．CASE01 まだ 9時半です！ 3    

３．CASE02 私に任されたはずなのに‥‥ 3   

４．CASE03 変更はできません 3   

５．CASE04 なぜ期待ははずれたの？ 3   

６．CASE05 ほう・れん・そう 3   

７．自分のケースで考えてみよう    

  7-1 「身近な異文化衝突」についてテーマ決め 3  △ 

  7-2 グループディスカッション 3  △ 

  7-3 発表準備 3  △ 

  8-4 発表 3 〇 〇 

      

     

     

     

     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T1-K11 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Advanced JapaneseⅠ 
国際観光・ビジネス科 

応用日本語Ⅰ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 前期 選択 60 2 金田 雅美 

授 業 の 目 的 

・日本語能力の N２レベルの底上げを目指す。語彙や文法を身に着けるとともに、読解力の向上を
図る。 
・日本人なら誰でも知っている人物を授業の中で取り上げることで、日本に対する理解を深める。 
 
 

授 業 の 到 達 目 標 

・日本語能力 N２レベル 
・著名な日本人について基本的な知識がある 
 
 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義 〇 演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習  教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

随時テスト 20% % % 20% 

期末テスト 30% 10% % 40% 

課題への取り組み % % 20% 20% 

授業態度 % % 15% 15% 

出席率 % % 5% 5% 

 % % % % 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

『THE GREAT JAPANESE 中上級』 
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

１.卑弥呼・宮崎康平 2   

２.聖徳太子 2   

３.紫式部／清少納言 2 〇 △ 

４.織田信長 2   

５.本田宗一郎 2   

６.和田カツ 2 〇 △ 

７.白石義明 2   

８.孫正義 2   

９.秋元康 2 〇 △ 

10.三遊亭圓朝 2   

11.千利休 2   

12.黒澤明 2 〇 △ 

13.草間彌生 2   

14.五嶋みどり 2   

15.夏目漱石 2 〇 〇 

16.村上春樹 2   

17.俵万智 2   

18.長谷川町子 2 〇 △ 

19.宮崎駿 2   

20.石ノ森章太郎 2   

21.高橋尚子 2 〇 △ 

22.イチロー 2   

23.野口健 2   

24.杉原千畝 2 〇 △ 

25.佐藤栄作 2   

26.萱野茂 2   

27.新渡戸稲造 2 〇 △ 

28.藤田哲也 2   

29.山中伸弥 2   

30.石黒浩 2 〇 〇 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T1-K13 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Measures for Japanese language qualifications 1 
国際観光・ビジネス科 

日本語資格対策Ⅰ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 通年 選択 60 2 平澤 沙奈恵 

授 業 の 目 的 

・日本語能力試験は就職で必要となるため、高レベルを目指しながら日本語の運用能力向上も目指
す。 
 

授 業 の 到 達 目 標 

・1年生では全員 N２に合格できる 
 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義 〇 演習  実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク  フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習  教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

確認テスト 30% % % 30% 

期末テスト 30% 10% % 40% 

授業態度 % % 20% 20% 

出席率 % % 10% 10% 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

『20 日で合格 日本語能力試験 N2・N3』 
 
 
 
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

1.オリエンテーション 2   

2.クラス分けテスト 2   

3.テストフィードバック 2   

4.1 日目 2   

5.2 日目 2   

6.3 日目 2   

7.4 日目 2   

8.5 日目 2   

9.1 日目～5日目 テスト 2 〇 △ 

10.6 日目 2   

11.7 日目 2   

12.8 日目 2   

13.JLPT 模試 4   

14.9 日目   2   

15.10 日目 2   

16. 6 日目～10日目 テスト 2 〇 △ 

17.11 日目 2   

18.12 日目 2   

19.13 日目 2   

20.14 日目 2   

21.15 日目 2   

22.11 日目～15日目 テスト 2   〇 △ 

23.16 日目 2   

24.17 日目 2   

25. JLPT 模試 4   

26.19 日目 2   

27.20 日目 2   

28.1 日目～20日目 テスト 2 〇 〇 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T1-K15 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Japanese Culture Ⅰ 
国際観光・ビジネス科 

日本文化Ⅰ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 前期 選択 30 1 神谷 由佳 

授 業 の 目 的 

・日本の伝統文化からポップカルチャーまでの文化理解を深める 
・日本の歴史・教育・政治などの基本的な知識を学び、日本語力の底上げを図る 
 
 

授 業 の 到 達 目 標 

・日本の伝統文化、ポップカルチャーについて日本語で話ができる 
・どのような分野の話題にも関心を持つことができる 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義 〇 演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク  プレゼンテーション 〇 

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習 〇 教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

確認テスト 40% 10% % 50% 

授業態度 % % 15% 15% 

出席率 % % 5% 5% 

発表 % 10% 20% 30% 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

『クローズアップ日本事情 15』 
 
 
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

１．オリエンテーション 2   

２．UNIT１．日本ってどんな国 4 〇 △ 

３．UNIT５．季節を楽しむ年中行事 6 〇 〇 

４．UNIT８．現代文化とポップカルチャー 4 〇 △ 

５．UNIT６．知っておきたい日本の歴史 6 〇 〇 

６．UNIT１２．教育と子供たち 4 〇 △ 

７．UNIT１４．政治と憲法 4 〇 〇 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要） 
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T1-K21 

授 業 科 目 名 学科・コース 

IT Basic Skills 1 
国際観光・ビジネス科 

IT 基礎技術Ⅰ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 前期 必修 60 2 笹瀬 由香 

授 業 の 目 的 

パソコンの基本操作を日本語で習得し、知識を深める。 
日本情報処理検定協会「文書デザイン検定」合格を目標として操作技術の向上をはかる。 
 
 
 

授 業 の 到 達 目 標 

Word/Excel/PowerPoint の基本操作を習得する。 
日本情報処理検定協会「文書デザイン検定」4級以上合格を目標として操作技術の向上をはかる。 
 
 
 

授業方式 

対面 ○ ライブ型  オンデマンド型  

授業形態 

講義  演習 ○ 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク ○ フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業  調査学習  教えあい授業 ○ 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

課題 10% 10% 10% 30% 

期末試験 50% % % 50% 

授業態度 % % 15% 15% 

出席率 % % 5% 5% 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

『留学生のためのかんたん Word/Excel/PowerPoint 入門』 技術評論社 

『文書デザイン検定試験 文書デザイン 模擬問題集』 日本情報処理検定協会 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

PC 起動操作確認、3-1 Word の基本 2   

3-2 入力操作の基本 3-3 書式設定 2   

3-4 表の作成 2   

3-5,6 グラフィック要素 1,2 2   

Word 練習問題 6 ○ ○ 

4 級模擬問題 22 ○  

過去問題 8 ○ ○ 

5-1 PowerPoint の基本 2   

5-2 素材の利用 5-3 メディアの利用とアニメーション効果 2   

PowerPoint 練習問題 2 ○ ○ 

4-1 Excel の基本 4-2 セル操作の基本 4-3 表の作成と編集 2   

4-4 数式と参照 2   

4-5 グラフ機能と素材の挿入 2   

4-6 関数 Excel 練習問題 4   

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T1-K23 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Presentation skill Ⅰ 

国際観光・ビジネス科 
プレゼンテーション技法Ⅰ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 30 1 神谷 由佳 

授 業 の 目 的 

・プレゼンテーションは、専門科目の授業や就職活動、仕事等、ありとあらゆる場所で必要となる
能力である。本科目では、自分の考えをわかりやすく相手に伝えるためのプレゼンテーションスキ
ルを習得する。プレゼンテーション制作の流れに沿って情報収集、資料作成を行い、日本語でのプ
レゼンテーションパフォーマンス力を向上させる。 
 

授 業 の 到 達 目 標 

・自分の意見、考えを相手に明確に説得力のあるプレゼンで伝えることができる。 
 
 
 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義 〇 演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク  プレゼンテーション 〇 

ロールプレイ  ＰＢＬ 〇 反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習 〇 教えあい授業  

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

授業態度 10% 20% 20% 50% 

発表 10% 10% 25% 45% 

出席率 % % 5% 5% 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

『クローズアップ日本事情 15』 
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

１．オリエンテーション プレゼンとは？ 2   

２．UNIT３日本の旅を楽しもう 情報を正確に伝える    

 ２－１．日本交通と観光名所 2   

 ２－２．日本の観光地を選び、調べる 2   

 ２－３．発表準備 2   

 ２－４．発表 2 〇 〇 

３．UNIT４いただきます！ 自分の意見を伝える    

 ３－１．和食文化とご当地グルメ 2   

 ３－２．故郷のご当地グルメを紹介する 2   

 ３－３．発表準備 4   

 ３－４．発表 2 〇 〇 

４．UNIT１５多文化共生社会 相手を引き付けるプレゼン    

 ４－１．増加を続ける在留外国人と外国人観光客 2   

 ４－２．私にもできる！おもてなし 2   

 ４－３．発表準備 4   

 ４－４．発表 2 〇 〇 

     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T1-K28 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Human Resources 1 
国際観光・ビジネス科 

人的マネージメントと組織Ⅰ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 30 1 中村 真 

授 業 の 目 的 

社会人に求められる基礎的な力を習得する。 
人間の行動の仕組みを理解し、日常生活におけるセルフコントロールと、他人との関わり方を効果
的なものにする方法を学び身に付けていく。 
 
 

授 業 の 到 達 目 標 

セルフコントロールを高める方法を知る。 
依存ではなく自立した状態を作れる。 
否定的な見方から客観的・肯定的視点に移行できる。 
協働の概念を理解し、プロジェクトチームの一員として行動できる。 
 

授業方式 

対面 ○ ライブ型 ○ オンデマンド型  

授業形態 

講義 ○ 演習 ○ 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク ○ フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業 ○ 調査学習  教えあい授業  

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

レポート 10% 20%  30% 

途中課題 10% 20%  30% 

ワークショップ実践 5% 15% 10% 30% 

受講態度   10% 10% 

     

     

     

 使用テキスト・教材 

・プリント資料、演習課題（講師作成） 
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

１．オリエンテーション：チームビルディングワーク 2   

２．互いを知る ／ 自分を知る 2 ○  

３．自分を満たす ／ 5 つの基本的欲求と責任の概念 2 ○  

４．欲求充足度の高めかた（プランニング） 2 ○  

５．自分の願望・相手の願望 ／ 上質世界 2 ○  

６．気分に左右されないセルフコントロール／行動のシステムと全

行動 
2 ○  

７．人間関係破壊の習慣 ／ 構築の習慣 2 ○  

８．チームワークを体感するワークショップ 2 ○ △ 

９．心の天秤の釣り合わせ方 2 ○  

10．キャリアプランニングを作成する 2 ○  

11．人間のシステム ／ まとめ 2 ○  

12．セルフカウンセリングと問題解決話法 2 ○ △ 

13．ケーススタディ：同僚の話を聞く、自分の問題解決をする 4 ○  

14．自分の取扱説明書作り 2 ○ ○ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T1-K30 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Sales Management Ⅰ 
国際観光・ビジネス科 

営業マネジメントⅠ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 30 1 山田 穎二 

授 業 の 目 的 

マネージメントとは「組織に成果をあげさせるもの」。組織（観光）の使命を知り、組織の使命か
ら顧客の求めている商品を作り、価格や販売方法など総合的に考え利益について考えます。 
「誰に・どのような価値を・どのようにして提供するか」を習得するために考察します。 

授 業 の 到 達 目 標 

（１）正しい日本語で記述できる 
（２）マネージメントの基本を習得できる 
（３）製造業にとってのマネージメントを習得できる 
（４）マネージメントにおける商品を知ることができる 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義  演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業  調査学習  教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

定期テスト（筆記） 40%   40% 

随時テスト（筆記） 50%   50% 

受講態度   10% 10% 

     

     

     

     

 使用テキスト・教材 

なし 
 
 
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 時間 
課題 
試験 

評価 

１．観光業の活動の基本 14 〇 〇 

    １－１ サービス業の体制    

  １－２ サステナブルとＳＤＧｓ    

    １－３ コンプライアンス    

  １－４ 報連相    

  １－５ ５Ｓ    

２．マネージメントとは何か 2 〇 〇 

３．組織の使命とは 6 〇 〇 

  ３－１ 組織の使命を知る    

  ３－２ 企業の使命を知る    

  ３－３ 利益を知る    

  ３－４ 企業と働く人の関係    

４．会社の事業とは 6 〇 〇 

  ４－１ 会社の事業    

  ４－２ 事業目標    

  ４－３ ＰＤＣＡサイクル    

  ４－４ 販売促進活動    

５．成果の上がる組織マネージメント 2 〇 〇 

  ５－１ ものつくり・コトつくり    

  ５－２ 商品のライフサイクル    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T1-K32 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Service and reception skills Ⅰ  
国際観光・ビジネス科 

サービス・接遇Ⅰ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 通年 必修 120 4 山添 有香子 

授 業 の 目 的 

接客業での就業を目指す外国人学生は接客ホスピタリティーの意義を学び「おもてなしの心」を具
現化した日本語表現と型を身に付けることが求められる。そのため、学生はホテル・空港・デパー
トなどで使用されるその場にふさわしい丁寧な表現や洗練された立ち居振る舞いなど接遇のコミ
ュニケーションをロールプレイング形式で学び主体的に接客できるよう対人技能を身に付ける。ま
た、目標としてサービス接遇検定準 1級ロールプレイング部門を取得することが求められる。  

授 業 の 到 達 目 標 

・日本の接客の特徴を理解し「おもてなしの心」を表現実践することができる  
・日本人が聞き取りやすい発音でホテル、空港、デパートでの対面接客をすることができる  
・正しい敬語と文法でお客さまへの依頼、謝罪、提案ができる  
・サービス接遇検定準 1級ロールプレイング部門を取得する  
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義  演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ 〇 ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習  教えあい授業  

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

修了時テスト（筆記）  40% % % 40% 

修了時テスト（実技）  5% 20% % 25% 

随時課題（筆記・実技）  10% 10% % 20% 

受講態度 % % 10% 10% 

出欠状況 % % 5% 5% 

 % % % % 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

『おもてなしの日本語 基本編』（アスク）  
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

１．サービス概論  8      

２．おもてなしの心        

 ２－１ レストランおもてなしの案内  6      

 ２－２ おじぎと挨拶 名刺交換  6      

３．人間関係構築        

 ３－１ 第一印象 旅館でのお部屋案内  6      

 ３－２ 表情 空港カウンター案内業務     6      

４．心配り        

 ４－１ ご案内 デパートの案内  6      

 ４－２ 誘導 ホテルのチェックイン  6      

５．前期試験  4  〇  △  

６．接遇検定準 1級試験対策  8  〇    

７．相手を思う心        

 ７－１ お客さまの要望を確認する ホテルコンシェルジュ  6      

 ７－２ お客さまへの提案  6      

８．迅速な対応        

 ８－１ 要望に応える お客さま心理１  6      

 ８－２ 迅速に応える お客さま心理２  6      

９．寄り添う心        

 ９－１ クレーム対応１ 傾聴のポイント  6      

 ９－２ クレーム対応２ 謝罪の言葉  6      

１０．柔軟な対応        

 １０－１ 代案の提示 ホテルフロント係業務   6      

 １０－２ 観光の提案 ホテルコンシェルジュ  6      

１１．誠実な心        

 １１－１ 要望に応えられない時の対応  6      

 １１－２ 様々な謝罪  6      

１２．後期試験  4    〇  

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である  
 
 
 
 
 
 

サービス接遇Ⅱ  
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T1-K35 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Hospitality English Ⅰ 
国際観光・ビジネス科 

接客英語Ⅰ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 通年 必修 60 2 安座間 亜由美 

授 業 の 目 的 

外国人のお客様が多い昨今、日本語だけでなく英語での対応もできるようにするため基本的な接客
英語の表現を学ぶ。 

授 業 の 到 達 目 標 

 
ホテルで外国のお客様と宿泊に関する基本的なコミュニケーションをとることができる。 
 

授業方式 

対面 ○ ライブ型 ○ オンデマンド型  

授業形態 

講義  演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク ○ フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ ○ ＰＢＬ ○ 反転授業  

対話・議論型授業  調査学習  教えあい授業 ○ 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

期末テスト 20% 20% % 40% 

出席状況 % % 10% 10% 

態度 % 10% 10% 20% 

随時テスト×3 15% 15% % 30% 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

 
『ホテル英会話Ⅰ 基礎編』 日本ホテル教育センター （基礎クラス）  
『ホテル英会話Ⅱ 応用編』 日本ホテル教育センター （応用クラス） 
 
 
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

あいさつ、丁寧な表現、 4   

ドアマン、ベルマンで使う表現 7   

クロークで使う表現 6   

フロントで使う表現 7   

チェックインでの表現 10 ○ ○ 

予約での表現 10 ○ ○ 

チェックアウトの表現 10 ○ ○ 

感謝と謝罪の表現 4   

期末テスト 2 ○ ○ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

※この科目は、実務経験のある教員が担当する科目である。 
 
※2 年生と合同レベル別で授業を行う 
 

・「ホテル概論」、「ホテル実
務」、「ホテル研究」 
・ホテル専門用語活用Ⅱ 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T1-K38 

授 業 科 目 名 学科・コース 

TOEIC Ⅰ 
国際観光・ビジネス科 

TOEIC 対策Ⅰ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 30 1 安座間 亜由美 

授 業 の 目 的 

履歴書に書け、就職活動でアピールできるようにする。 
仕事をする上で必要な英語力を身に付ける。 
 
 
 

授 業 の 到 達 目 標 

TOEIC 300～500 点に合格できる。 
 
 
 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義  演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク  フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ 〇 ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習  教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

期末試験 30% 20% % 50% 

授業態度 % 10% 30% 40% 

出欠 % % 10% 10% 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

・『はじめてのＴＯＥＩＣ Ｌ＆Ｒテスト きほんのきほん』 スリーエーネットワーク 

・『ＴＯＥＩＣテスト公式問題集』 
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

１. オリエンテーション・プレースメントテスト 2   

２. リスニング PART１対策 （写真描写） 2   

３．リスニング PART２対策 （応答問題） 4   

４．リスニング PART３対策 （会話問題） 4   

５．リスニング PART４対策 （説明文問題） 2   

６．リーディング PART５対策（短文） 2   

７．リーディング PART６対策（長文） 4   

８．リーディング PART７対策（読解） 2   

９. 過去問 4   

10. 総復習 4 〇 〇 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

※英語を使用しての業務経験がある講師が担当する。 
※実務経験のある教員が担当する科目である。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T1-K40 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Geography for sightseeing  
国際観光・ビジネス科 

観光地理 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 前期 必修 30 1 神谷 由佳 

授 業 の 目 的 

①静岡県について、市町村名・観光地・産業についての知識を得る 
②中部地方の県・観光地・産業についての知識を得る。 
 
 
 

授 業 の 到 達 目 標 

・静岡県を中心として中部地方の地名や観光地、産業について把握できている 
 
 
 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義 〇 演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク  プレゼンテーション 〇 

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習 〇 教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

確認テスト 40% 10% % 50% 

授業態度 % % 15% 15% 

出席率 % % 5% 5% 

発表 % 10% 20% 30% 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

『るるぶ 地図でよくわかる都道府県大百科』 
『日本事情 15』 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

１.オリエンテーション・日本ってどんなところ？ 2 〇  

１-２.日本の交通 鉄道・空港・高速道路 静岡県の交通 2 〇  

１-３.日本事情 15 2 〇  

１-４.日本の自然 山地・山脈・山・平野・川・湖 日本の気候 2 〇  

１-５.日本事情 15 静岡県の自然・気候 2   

１-６.中部地方の県名 交通・自然①  
 確認テスト１（日本について） 

2 〇 △ 

２.静岡県について    

２-１.静岡県の概要 確認ミニテスト 2 〇  

２-２.静岡県西部の主要な観光地 確認ミニテスト 2 〇  

２-３.静岡県中部の主要な観光地 確認ミニテスト 2 〇  

２-４.静岡県東部の主要な観光地 確認ミニテスト  
2 

 
〇 

 

２-５.静岡県について確認テスト 2 △ 

３.中部地方     

 ３-１.新潟県・富山県 2 〇  

３-２.石川県・福井県・山梨県・長野県 2 〇  

３-３. 岐阜県・愛知県  確認テスト３（中部地方について） 2 〇 △ 

４.中部地方の観光地について調べ発表（グループワーク）    

 ４-１.グループに分かれ調査 2   

 ４-２.発表 2  〇 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 
 
 
 

日本事情 
ツアープランニング 
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード R2-K41 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Tour Planning 1  
国際観光・ビジネス科 

ツアープランニングⅠ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 通年 必修 30 1 神谷 由佳 

授 業 の 目 的 

・前期では、観光業の基礎知識と浜松周辺の観光素材を学び、実際の観光地へのフィール

ドワークを行い、観光地の魅力や課題も研修し簡単な近場のプランニングを行う 

 後期の前半では、近隣のホテルへのフィールドワークを行い、ホテル業を研修する 

県外のツアープランと観光地の講義を通し、広域コースプランニングを行う 

最終は自身で作成したプランニングをプレゼンテーションする 

 

授 業 の 到 達 目 標 

（１）プランニングの基礎を習得する 
（２）JR等の運賃計算の仕組みや全国の観光地への行き方を習得 
（３）ニーズに合ったプランニングを習得 
（４）プレゼンテーション能力を高める 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義 〇 演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク 〇 プレゼンテーション 〇 

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業  調査学習 〇 教えあい授業  

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

終了時プレゼンテーション 30% 20% % 50% 

定着テスト 10% % % 10% 

課題 10% 10% % 20% 

受講態度 % % 20% 20% 

     

 使用テキスト・教材 

講義では配布するレジュメ、パワーポイントを使用する 
JR 時刻表は講師から配布（２～３人に１冊） 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

１．ガイダンスと自己紹介 2   

２．観光業界について 2   

３．浜松エリアの観光と現状 2   

４．静岡県内の観光と現状 2   

５．定着小テスト・解説 2 〇 △ 

６．フィールドワーク（はままつフラワーパーク 予定） 4   

７．JR 時刻表、その他時刻表の見方 2   

８．定着テスト 2 〇 △ 

９．フィールドワーク（シティホテル、ビジネスホテル） 4   

１０．フィールドワークまとめ 2   

１１.全国の有名な観光地について 4   

１５. 後期まとめ（評価） 2 〇 〇 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 
 
 
 

観光地理 
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T1-K43 

授 業 科 目 名 学科・コース 

 

国際観光ビジネス科 
ホテル基礎知識 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 年 前期 必修 30 1 平澤 沙奈恵 

授 業 の 目 的 

ホテルの宿泊経験がない学生が多くいるため、ごく一般的な知識の習得から導入し、その後、専門
用語を含めた専門知識へと学習を進めて行く。 
 

授 業 の 到 達 目 標 

 

ホテル、旅館について簡単な知識、歴史を身に着けることができる。 
ホテル、旅館で働くことについて具体的に考えることができる。 
 
 

授業方式 

対面 ○ ライブ型 ○ オンデマンド型  

授業形態 

講義  演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク ○ フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ  ＰＢＬ ○ 反転授業  

対話・議論型授業  調査学習  教えあい授業 ○ 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

定期テスト 40% % % 40% 

課題 20% 10% % 30% 

態度 % % 20% 20% 

出席状況 % % 10% 10% 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

 
ホテルテキスト 基礎から学ぶホテルの概論  ウイネット（コピー対応） 
旅館ホテル観光の教科書  NPO 法人 日本ホテルレストラン経営研究所 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

日本の観光ビジネスの概要 4   

宿泊施設の分類 6   

組織とスタッフ業務 4   

求められるスキル 4   

実務の基礎知識 4 ○ ○ 

作法 4   

旅行会社とのかかわり 2   

期末テスト 2 ○ ○ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である 
 
実際のホテル/旅館に見学できるようであれば行う 
 
 
 

・「サービス・接遇Ⅰ」、「サ

ービス・接遇Ⅱ」 
・「ホテル総論」、「ホテル実
務」、「ホテル研究」 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T1-K44 

授 業 科 目 名 学科・コース 

 

国際観光ビジネス科 
ホテル実務Ⅰ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 年 後期 必修 30 1 杉森沙奈恵 

授 業 の 目 的 

ホテルで就職した際、即戦力になるためにリザベーション、レセプションについての業務と必要な
知識を学び、実際にチェックイン、アウト、予約のデモを行う。また、就職活動で目に見えた成果
をみるため旅館ホテル観光ビジネス検定 3 級に挑戦する 

授 業 の 到 達 目 標 

 
ホテルでのフロントオフィス業務について理解でき、チェックイン、チェックアウト、予約電話の
対応ができる。 
旅館ホテル観光ビジネス検定 3 級に合格することができる 
 

授業方式 

対面 ○ ライブ型 ○ オンデマンド型  

授業形態 

講義  演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク ○ フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ ○ ＰＢＬ ○ 反転授業  

対話・議論型授業  調査学習  教えあい授業 ○ 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

随時テスト（チェックイン、予約、チェックアウト） 40% 40% % 80% 

出席状況 % % 10% 10% 

態度 % 5% 5% 10% 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

 
ホテルテキスト宿泊Ⅰ フロントオフィス編 ウイネット 
旅館ホテル観光の教科書  NPO 法人 日本ホテルレストラン経営研究所 
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

電話予約  4 ○ ○ 

チェックイン  6 ○ ○ 

チェックアウト 4 ○ ○ 

検定試験演習 16   

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である 
※２年生にゲストとして参加してもらい実際にチェックインを実演
させフィードバックをもらう 
 
 
 
 

・「サービス・接遇Ⅰ」、「サ

ービス・接遇Ⅱ」 
・「ホテル基礎知識」、「ホテ
ル実務Ⅱ」 
 
 
 

 



 

 

 

２０２５年度 
 

 

    国際観光・ビジネス科 
 

２年生 
 

授業計画（シラバス） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人静岡理工科大学 浜松未来総合専門学校



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K03 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Job hunting Ⅱ 
国際観光・ビジネス科 

就職Ⅱ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 後期 必修 20 1 神谷 由佳 

授 業 の 目 的 

 
本格化する就職活動の中で内定を得るために、エントリーシート、履歴書、面接、とそれぞれのフ
ェーズを突破していく能力を身に着ける。 
 
 

授 業 の 到 達 目 標 

 
１．面接において、質問の意図をくみ、答えることができる。 
２．企業情報を正確につかみ、履歴書、面接に反映することができる。 
 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型  オンデマンド型  

授業形態 

講義 〇 演習  実験・実習・実技 〇 

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ 〇 ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業  調査学習  教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

修了時実技 10% 20% 10% 40% 

随時実技 10% 20% 10% 40% 

授業態度   20% 20% 

     

     

     

     

 使用テキスト・教材 

 
なし 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

１．オリエンテーション 2   

２．履歴書ブラッシュアップ 4   

３．面接    

 ３－１．面接の意図 2   

 ３－２．回答づくり 6   

 ３－３．ロールプレイ 6 〇 〇 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 
 
 
 

 
就職Ⅰ 
就労準備 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K04 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Work Preparation 
国際観光・ビジネス科 

就労準備 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 後期 必修 20 1 神谷 由佳 

授 業 の 目 的 

就職活動の結果として内定を得たら、留学生は在留資格変更許可申請を行ない、在留資格を「留学」
からいわゆる「就労」のビザに変更する必要がある。本科目では、出入国在留管理局に申請する在
留資格変更許可申請の書類準備を行なう。 
 
 

授 業 の 到 達 目 標 

１．申請書のフォームに必要事項を入力することができる。 
２．就労する会社に対して申請理由書を作成することができる。 
３．履歴書を作成することができる。 
 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義 〇 演習  実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク  フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習  教えあい授業  

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

この科目は認定科目のため成績評価はありません     

     

     

     

     

     

     

 使用テキスト・教材 

 
在留資格変更許可申請書（出入国在留管理局の定型フォーム） 
申請理由書の書き方（独自プリント） 
履歴書用紙（独自フォーム） 



授業内容・授業計画 

内   容 時間 
課題 
試験 

評価 

１．オリエンテーション 2   

２．在留資格変更許可申請書への入力 2 〇 〇 

３．志望理由書の作成 12 〇 〇 

４．履歴書の作成 4 〇 〇 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K06 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Business Writhing Ⅱ 
国際観光・ビジネス科 

ビジネス文書作成Ⅱ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 後期 必修 30 1 神谷 由佳 

授 業 の 目 的 

ビジネスシーンにおいて、文章を読んだり作成したりする場面が非常に多い。本科目では、業務を
円滑に遂行していくためのビジネス文書作成技術を学ぶ。就職後すぐに作成する機会が訪れる報告
書の作成を軸に、各種ビジネス文書の内容、提出のタイミング、事実と意見の表現方法の違いを学
び、相手に伝わる、わかりやすい文書を作成する知識と技術を習得する。さらに、業務で使用する
専門用語を正しく理解し、文書に取り入れることができるようにする。 

授 業 の 到 達 目 標 

（１） 各種ビジネス文書の目的と内容が理解できる。 
（２）各種フォーマットに合わせて、文書を作成することができる。 
（３）適切な表現を使い、相手にとってわかりやすい文書を作成することができる。 
（４）専門用語を正しく理解し、使用することができる。 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義 〇 演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク  フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業  調査学習  教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

修了課題 15% 15% 10% 40% 

修了試験  5%  5%  10% 

随時課題 10% 15% 15% 40% 

受講態度   10% 10% 

     

     

     

 使用テキスト・教材 

 
教員が用意するプリント 
 
 
 

授業内容・授業計画 



内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

１．オリエンテーション 2   

２．報告書    

 ２－１．報告書の種類と目的 2   

 ２－２．報告書読み取り演習 4   

 ２－３．報告書作成 6 〇  

３．専門用語    

 ３－１．サービスの現場で使用する用語 4   

 ３－２．専門用語の使用方法 4 〇  

４．報告書作成演習 8 〇 〇 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 
 
 
 

 
ビジネス文書作成Ⅰ 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K10 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Business Communication 2 
国際観光・ビジネス科 

ビジネスコミュニケーションⅡ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 前期 必修 60 2 金田 雅美・夏目 靖子 

授 業 の 目 的 

・予測不可能な異文化衝突に対処していこうとする態度を育てること。 
・学生が自分と他者との協働によって問題解決策を検討していくための社会（人間）環境を作り出
す能力を育成する。 
 
 

授 業 の 到 達 目 標 

・異文化衝突に出会ったときに、相手の価値観等に理解を示し衝突を回避する思考が身についてい
る 
・他者との協働作業ができる 
 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義 〇 演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ  ＰＢＬ 〇 反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習  教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

授業態度 10% 20% 20% 50% 

発表 10% 20% 10% 40% 

出席状況   10% 10% 

     

     

     

     

 使用テキスト・教材 

ビジネスコミュニケーションのためのケース学習 職場のダイバーシティで学び合う２ 
 



授業内容・授業計画 

内   容 時間 
課題 
試験 

評価 

１．オリエンテーション お互いを知ろう 身近な異文化衝突 4   

２．CASE01 豚肉は入っていますか 4   

３．CASE02 急に先輩の仕事を振られるとは 4   

４．CASE03 本当に近すぎる？ 4   

５．CASE04 私は会社から何を期待されているの？ 4   

６．CASE05 あと４分なのに！ 4   

７．CASE06 思ったより会社が遠いので 4   

８．CASE07 結婚しても働くの？ 4   

９．CASE08 仕事の能力を上げたいのに 4   

10．CASE09 質問に答えてほしいだけなのに 4   

11．CASE10 板挟み 4   

12．自分のケースで考えてみよう    

 12-1．「身近な異文化衝突」についてテーマを決める 4  △ 

 12-2．グループディスカッション 4  △ 

 12-3．発表準備 4  △ 

 12-4．発表 4 〇 〇 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K12 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Advanced Japanese Ⅱ 
国際観光・ビジネス科 

応用日本語Ⅱ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 通年 選択 30  1 神谷 由佳 

授 業 の 目 的 

第二言語である日本語を用いて、日本社会で働き、生活していくための日本語力を身に着ける。 
本科目では、上級レベルの教材を使用し、ビジネスレベルの語彙力、文法力、読解力をバランスよ
く習得していく。 
 

授 業 の 到 達 目 標 

 
・日本語能力試験Ｎ１レベルの日本語力を身につける。 
・上級レベルの日本語を理解し、運用することができる。 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義 〇 演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習  教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

随時テスト 20%   20% 

期末テスト 30% 10%  40% 

課題への取り組み   20% 20% 

授業態度   15% 15% 

出席率   5% 5% 

     

     

 使用テキスト・教材 

『テーマ別 上級で学ぶ日本語』 
『テーマ別 中級から学ぶ日本語』 
 
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

０．オリエンテーション 1   

第 1 課 しる 1    

第 2 課 いたわる 2 〇  

第 3 課 ならう 2   

第 4 課 よみとる 2 〇  

第 5 課 さばく 2   

第 6 課 うやまう 2 〇  

第 7 課 ふせぐ 2   

第 8 課 もてなす 2 〇  

第 9 課 よびかける 2   

第 10 課 えらぶ 2 〇  

第 11 課 いかす 2   

第 12 課 つなぐ 2 〇  

第 13 課 たのしむ 2   

第 14 課 きたえる 2   

第 15 課 いきる 2 〇 〇 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 
 
 
 

 
応用日本語Ⅰ 
日本語試験対策Ⅱ 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K14 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Measures for Japanese Language Qualifications 2 
国際観光・ビジネス科 

日本語資格対策Ⅱ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 通年 選択 60 2 神谷 由佳 

授 業 の 目 的 

日本語能力試験（JLPT）は就職活動や就労ビザ申請において日本語能力を証明する重要な試験であ
る。本科目では、日本語能力検定試験 N1 の合格を目指し、試験対策を行う。 
 

授 業 の 到 達 目 標 

 
・日本語能力試験Ｎ１の合格 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義 〇 演習  実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク  フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習  教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

確認テスト 30%   30% 

期末テスト 30% 10%  40% 

授業態度   20% 20% 

出席率   10% 10% 

     

     

     

 使用テキスト・教材 

『日本語能力試験問題集 N1語彙必修パターン』 
 
 
 
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

１.オリエンテーション 2   

２.クラス分けテスト 4   

３.テストフィードバック 2   

４.基礎知識 12 〇  

５.練習問題 20 〇  

６.実習演習 12 〇 〇 

７.模擬試験 8   

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
浜松未来総合専門学校オリジナルの統一試験の結果により、クラス
分けを行う。 
 
 
 
 

 
応用日本語Ⅱ 
日本語資格対策Ⅰ 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K16 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Japanese Culture Ⅱ 
国際観光・ビジネス科 

日本文化Ⅱ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 前期 必修 60 2 神谷 由佳 

授 業 の 目 的 

 
より日本文化に親しみ、理解するための上級レベルの日本語を学ぶ。 
本科目では、応用日本語Ⅱの授業で使用するテキスト『上級で学ぶ日本語』のワークブックを用い、 
習得した語彙、文法を駆使し、さらに一歩進んだ音声や読み物に触れる。また、内容理解に必要な
日本の文化風習、日本人の考え方も併せて習得していく。 
 

授 業 の 到 達 目 標 

 
１． 日本文化風習、日本人の考え方についての知識が得る。 
２． 難解な日本語に接した場合、自ら調べ、意味を理解することができる。 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義 〇 演習  実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク  プレゼンテーション 〇 

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習  教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

修了試験 15% 15%  30% 

随時試験 15% 15%  30% 

随時課題 10% 10% 10% 30% 

授業態度   10% 10% 

     

     

     

 使用テキスト・教材 

 
『上級で学ぶ日本語 ワークブック』 
『中級から学ぶ日本語 ワークブック』 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

０．オリエンテーション 2   

第 1 課 しる 2   

第 2 課 いたわる 4   

第 3 課 ならう 4   

第 4 課 よみとる 4   

第 5 課 さばく 4 〇  

第 6 課 うやまう 4   

第 7 課 ふせぐ 4   

第 8 課 もてなす 4   

第 9 課 よびかける 4   

第 10 課 えらぶ 4 〇  

第 11 課 いかす 4   

第 12 課 つなぐ 4   

第 13 課 たのしむ 4   

第 14 課 きたえる 4   

第 15 課 いきる 4 〇 〇 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 
 
 
 

 
応用日本語Ⅱ 
 
 
 
 
 

 



 

シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K22 

授 業 科 目 名 学科・コース 

IT Basic Skills Ⅱ 

国際観光・ビジネス科 IT 基礎技術Ⅱ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 前期 必須 30 1 笹瀬 由香 

授 業 の 目 的 

Excel 関数操作方法を習得し、会計用語等の日本語の知識を深める。 

日本情報処理検定協会「表計算」合格を目標として操作技術の向上をはかる。 

 

授 業 の 到 達 目 標 

日本情報処理検定協会「表計算 4級」以上合格を目標として操作技術の向上をはかる。 

 

授業方式 

対面 〇 ライブ型  オンデマンド型  

授業形態 

講義  演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業  調査学習  教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

課題 10% 10% 10% 30% 

期末試験 50% % % 50% 

授業態度 % % 15% 15% 

出席率 % % 5% 5% 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

『情報処理技能検定試験 表計算 模擬問題集』日本情報処理検定協会 
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

Excel 関数復習 8   

 SUM/ AVERAGE/MAX/MIN/COUNT 関数    

 ROUND 関数（切り上げ、切り捨て）    

 IF 関数    

 RANK 関数    

 構成比率（絶対参照）    

 表示形式    

4 級模擬問題 14   ○ ○ 

過去問題  8 ○ ○ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K-24  

授 業 科 目 名 学科・コース 

PresentationⅡ 
国際観光・ビジネス科 

プレゼンテーション技法Ⅱ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 後期 必修 30 1 神谷 由佳 

授 業 の 目 的 

 これまで習得した日本語を、ホテル・観光業やサービス業でのお客様対応に活かすため円滑なコ
ミュニケーション能力と顧客視点を身に着ける。 
 覚えた単語を単に活用するのではなく、お客様に合わせて言葉を使い分け、ユーモアのある会話 
力でお客様に付加価値を与えることのできるサービスマンを目指す。 
 

授 業 の 到 達 目 標 

(1)謙譲語・敬語・丁寧語の使い分けを理解し、さらに語彙を広げることで自信をもって日本語で
のコミュニケーションをとることができる。 
(2)相手の立場に立って、真摯な姿勢でコミュニケーションをとることができる。 
(3)顧客のニーズをとらえたサービスや商品の提供ができる。 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義 〇 演習 〇 実験・実習・実技 〇 

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク  プレゼンテーション 〇 

ロールプレイ 〇 ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習  教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

面接ロールプレイング 20% 20% 10% 50% 

商品・サービスプレゼンテーション 10% 20% 20% 50% 

受講態度／出欠（加点・減点） % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

接客サービス基本テキスト（キャリア総研） 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

1.自己紹介／自分の強みを知る 2   

2.コミュニケーション上手になるために 2   

3.ファシリテーターになる、話しをきいてもらえる人になる 2   

4.アプローチアブルな人になる 2   

5.傾聴トレーニング 2   

6.プレゼンテーション基礎 2   

7.プレゼンテーション技術～話す内容を整理する～ 2   

8.場面別プレゼンテーション設計⇒面接ロールプレイング 4 〇 〇 

9.良いサービスパーソンから利益を生むサービスパーソンへ 2   

10.接客応対の基本 2   

11.セールストークの基本 2   

12.心理学を活用したコミュニケーション 2   

13.プレゼンテーション準備 2   

14. 商品・サービスプレゼンテーション 2 〇 〇 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K25 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Introduction to Business Administration 
国際観光・ビジネス科 

 経営学概論 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 通年 必修 30 1 中村 真 

授 業 の 目 的 

企業活動をする上で必要となる関連知識を総合的に学習する。ビジネス一般の仕組みを理解するこ
とで、社会人に求められる基礎的な力の習得を目指する。それらをもとに仕事で成果を出す方法に
ついて学ぶ。 

授 業 の 到 達 目 標 

  企業の仕組みを理解し、出された指示に対して肯定的に捉える力を持つ。 

  依存ではなく自立した状態を作れる。 

  否定的な見方から客観的・肯定的視点に移行できる。 

  協働の概念を理解し、プロジェクトチームの一員として行動できる。 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義 〇 演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク  プレゼンテーション 〇 

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習  教えあい授業  

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

 10% 20% % 30% 
レポート 10% 20% % 30% 

途中課題 5% 15% 10% 30% 

ワークショップ実践 % % 10% 10% 

受講態度 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

・プリント資料、演習課題（講師作成） 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

オリエンテーション 2   

お金と時間の定義と付加価値について 2   

時間管理と成果をあげる計画の立て方 2   

共同作業ワークショップ１（MapGame） 2   

企業の定義と仕組み 2   

Trial＆error の重要性を理解する 2   

商品企画を立てる方法 2 △  

共同作業ワークショップ２(Achivas) 2   

セルフコントロールするためのシステム思考（コントロール領域） 2   

人の動機付けと自分の理想願望 2   

行動をコントロールする方法 2   

事実と現実の違い・多様な視点 2   

人間関係構築の習慣・関係を破壊する習慣 2   

問題解決話法 2 △  

キャリアプランニングとプレゼンテーション 2  ○ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K26 

授 業 科 目 名 学科・コース 

marketing 
国際観光・ビジネス科 

マーケティング 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2  後期 必修 30  1 鈴木 加絵 

授 業 の 目 的 

日本における複雑なマーケティングの手法を学び、細分化する日本市場のニーズを集計・分析する
ことでサービスマンとして利益を生むための販売戦略や、お客様に商品やサービスを訴求する力を
つける。 
 
 

授 業 の 到 達 目 標 

①日本におけるマーケティング手法を理解し、日本で展開するビジネスに活かすことができる。 
②顧客ニーズに視点を置いて市場機会を見つけ、ビジネスの戦略を立てることができる。 
 
 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義  演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク 〇 プレゼンテーション 〇 

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習 〇 教えあい授業  

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

定期テスト①（筆記） 15% 10%  25% 

定期テスト②（プレゼンテーション） 20% 20% 10% 50% 

随時テスト（調査レポート） 5% 15% 5% 25% 

授業態度・出欠席（加点/減点）     

     

     

     

 使用テキスト・教材 

自作のワークシートを使用します 
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 時間 
課題 
試験 

評価 

マーケティング概論①“売れる”しくみとは 2   

マーケティング概論②マーケティングミックスと年間販促計画 2   

マーケティング概論③場所が変われば市場も変わる 2   

店頭調査（シーズンの入替時期）⇒レポート 4 〇 〇 

マーケティング概論④市場細分化分析 2   

マーケティング概論⑤ペルソナマーケティング 2   

マーケティング概論⑥マーケットイン 2   

マーケティング概論⑦商圏調査 ⇒レポート 4 〇  

リテールプランニング①企画 2   

リテールプランニング②ターゲティング 2   

リテールプランニング③販促計画 2   

リテールプランニング④発表準備 2   

リテールプランニング⑤発表 2 〇 〇 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

※実務経験がある教員が担当する科目である。 
 
 
 
 
 

 
サービス実習 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K27 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Financial Management 
国際観光・ビジネス科 

財務管理 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 後期 必須 30 1 朝倉 将貴 

授 業 の 目 的 

日本の企業に就職する際にライフプランニング、タックスプランニング等の基礎知識を理解してい
ることが求められる。まずは、自分の将来設計について考え、税金、社会保険料、控除等について
理解することが目的である。 
 

授 業 の 到 達 目 標 

給料明細を参考に、税金、社会保険、各種控除等の意味を理解する。 
 
 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型 〇 

授業形態 

講義  演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ 〇 ＰＢＬ  〇 反転授業  

対話・議論型授業  調査学習  教えあい授業  

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

修了試験 15% 15%  30% 

随時試験 15% 15%  30% 

随時課題 10% 10% 10% 30% 

授業態度   10% 10% 

     

     

     

 使用テキスト・教材 

 
随時、プリント配布。 
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 時間 
課題 
試験 

評価 

１．ライフプランニング 6   

２．給与明細の見方 4   

３．社会保険と税金の仕組みについて 6   

４．各所得の基本 6   

５．所得控除 6   

６．まとめ 2 〇 〇 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K29 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Human Resources 2 
国際観光・ビジネス科 

人的マネージメントと組織Ⅱ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 前期 必修 30 1 中村 真 

授 業 の 目 的 

社会人に求められる基礎的な力を習得し、マネージャーとして交渉力や調整力を発揮するするため
に、人間の行動の仕組みを理解し、日常生活におけるセルフコントロールと、他人との関わり方を
効果的なものにする方法を学び身に付けていく。 
 
 

授 業 の 到 達 目 標 

(1) 企業の仕組みを理解し、出された指示に対して肯定的に捉える力を持つ。 
(2) 依存ではなく自立した状態を作れる。 
(3) 否定的な見方から客観的・肯定的視点に移行できる。 
(4) 協働の概念を理解し、プロジェクトチームの一員として行動できる。 
 

授業方式 

対面 ○ ライブ型 ○ オンデマンド型  

授業形態 

講義 ○ 演習 ○ 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク ○ フィールドワーク  プレゼンテーション ○ 

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業 ○ 調査学習  教えあい授業  

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

レポート 10% 20%  30% 

途中課題 10% 20%  30% 

ワークショップ実践 5% 15% 10% 30% 

受講態度   10% 10% 

     

     

     

 使用テキスト・教材 

ビジネス選択理論能力検定 3級公式テキスト 
プリント資料、演習課題（講師作成） 
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

１.オリエンテーション：チームビルディングワーク 2   

２.自分を満たす ／ 5 つの基本的欲求と責任の概念 2 ○  

３.欲求充足度の高めかた 2 ○  

４.自分の願望・相手の願望 ／ 上質世界 2 ○  

５.気分に左右されないセルフコントロール／行動のシステムと全

行動 
2 ○  

６.人間関係破壊の習慣 ／ 構築の習慣 2 ○  

７.チームワークを体感するワークショップ 2 ○ △ 

８.組織内の問題解決をする解決のサークル 2 ○  

９.自分の取扱説明書作り 2 ○  

10.人間のシステム ／ まとめ 2 ○  

11.セルフカウンセリングと問題解決話法 2 ○ △ 

12.ケーススタディ１：同僚の話を聞く、自分の問題解決をする 2 ○  

13.ケーススタディ２：後輩の話を聞く、仲間の問題解決をする 2 ○  

14.ケーススタディ３：部下の話を聞く、組織の問題解決をする 2 ○  

15.キャリアプランニングを作成する 2 ○ ○ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K31 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Sales Management Ⅱ 
国際観光・ビジネス科 

営業マネジメントⅡ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 後期 必修 30 1 山田 穎二 

授 業 の 目 的 

マネージメントとは「組織に成果をあげさせるもの」。組織（観光業）の使命を知り、組織の使命
から顧客の求めている商品を作り、価格や販売方法など総合的に考え利益について考えます。 
「誰に・どのような価値を・どのようにして提供するか」を習得するために考察します。 

授 業 の 到 達 目 標 

（１）正しい日本語で記述できる 
（２）マネージメントの基本を習得できる 
（３）観光業にとってのマネージメントを習得できる 
（４）マネージメントにおける商品を知ることができる 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義  演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク  
プレゼンテーショ
ン 

 

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業  調査学習  教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

定期テスト（筆記） 60% % % 60% 

随時テスト（筆記） 30% % % 30% 

受講態度 % % 10% 10% 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

なし 
 



授業内容・授業計画 

内   容 時間 
課題 
試験 

評価 

１．マネージメントとは何か 10 〇  

１－１ ＳＤＧｓ    

１―２ マネージメントとは何か    

  １－３ マネージメントの課題    

２．マネージメントとは何か 2 〇  

３．組織の使命とは 6 〇  

  ３－１ 組織の使命を知る    

  ３－２ 企業の使命を知る    

  ３－３ 利益を知る    

  ３－４ 企業と働く人の関係    

４．会社の事業とは 6 〇  

  ４－１ 会社の事業    

  ４－２ 事業目標    

  ４－３ ＰＤＣＡサイクル    

  ４－４ 販売促進活動    

５．成果の上がる組織マネージメント 4 〇  

  ５－１ アウトソーシング    

  ５－２ 組織の目標を知る    

６．企業の社会的責任とマネ-ジメント 2   

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 ※この科目は実務経験のある教員が担当する科目である 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K33 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Service and reception skills Ⅱ 

国際観光・ビジネス科 
サービス・接遇Ⅱ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 通年 必修 120 4 安部 珠恵 

授 業 の 目 的 

語学力、日本文化の理解、「おもてなしの心」。学生はこれら日本の接客業でもとめられるコミュニ
ケーションスキルを習得し、現場で主体的なサービスができるようにロールプレイングで訓練を積
むことが求められる。また、ホテル、空港、デパートなどで使用される高度な接客表現や所作マナ
ー、場面ごとの適切な応対を学び、その身につけた技術を証明するために「サービス接遇検定３級」
の取得を目指す。 
さらに、適切な電話応対を可能にするため、ビジネス電話の型を覚え、聞き取りやすい日本語の発
音でスムーズに対応できるように訓練する 

授 業 の 到 達 目 標 

（１）ホテル、レストラン、空港を想定し、おもてなしの心を伝える接客用語と所作を使用できる 
（２）正しい敬語と文法でお客様への依頼、謝罪、提案ができる 
（３）サービス接遇２．３級を取得する 
（４）聞き取りやすい日本語で電話応対ができ、施設の案内、予約、キャンセルなどができるよう

になる 
（５）顧客心理を理解し、クレームの対応ができるようになる 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義  演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ 〇 ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習  教えあい授業  

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

終了時テスト（筆記、ロールプレイング） 50% % % 50% 

随時テスト （筆記、ロールプレイング） 10% % % 10% 

課題 10% % % 10% 

受講態度 % 15% 15% 30% 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

『おもてなしの日本語』 
『サービス接遇 3級実問題集』 
プリント 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

１．おもてなしの日本語 ロールプレイング 6   

２．就職面接練習     

  ２－１第一印象について 2   

  ２－２立ち居振る舞い 6   

３．接客用語、敬語の練習 6   

４．接遇検定対策Ⅰ    

  ４－１ 記述問題練習 8   

  ４－２ 選択問題の練習 10   

  ４－３ 一般常識 4   

  ４－４ 過去問演習 6   

５．サービス接遇準１級ロールプレイング練習 8 〇  

  前期テスト 4 〇 △ 

６．接遇検定対策Ⅱ    

６－１アナウンス練習 4   

  ６－２掲示文の書き方 4   

  ６－３留守番電話の入れ方 4   

  ６－４謝罪の言葉 4   

  ６－５メールの書き方 4   

７・接遇検定演習 10   

８．ホテルフロント業務     

  ８－１ 宿泊、レストランの予約   4   

  ８－２ ベルマン お部屋への案内 4   

  ８－３ クレーム対応 4   

９・電話応対    

  ９－１ 案内、予約、取り次ぎ 6   

  ９－２ クレーム電話 4   

１０・ロールプレイングまとめ 4   

  後期テスト 4 〇 〇 

    

    

    

    

    

    

    
    

    

    

    

その他 関連科目 

この科目は実務経験のある教員が担当する科目である 
 
 
 
 
 

  

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K34 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Service Trainig 
国際観光・ビジネス科 

サービス実習 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 後期 必修 30  1 鈴木 加絵 

授 業 の 目 的 

「マーケティング」の授業で身に着けた利益を生むための販売戦略や、お客様視点を実際にお客様
へ接客をすることで理解を深め、サービス業で主体的に業務に取り組む力をつける。 
 
 

授 業 の 到 達 目 標 

①接客で活用できる語彙を増やす。 
②顧客ニーズに視点を置いて接客応対や企画立案に活かすことができる。 
③顧客の特性を理解し、状況に応じた言葉を選び円滑にコミュニケーションをとることができる。 
 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義  演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク 〇 プレゼンテーション 〇 

ロールプレイ 〇 ＰＢＬ 〇 反転授業  

対話・議論型授業 〇 調査学習 〇 教えあい授業  

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

定期テスト①（筆記） 15% 10% % 25% 

定期テスト②（ロールプレイング） 20% 20% 10% 50% 

 実践スキル % 15 10 25 

授業態度・出欠席（加点・減点） % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

自作のワークシートを使用します 
 
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

１．サービスパーソンとしての心構え（復習） 6    

  １－１ 基本姿勢    

  １－２ ホスピタリティマインド    

  １－３ 語彙形成ワーク    

２．セールストーク 4   

  ２－１ 接客会話のながれ    

  ２－２ ファーストアプローチ    

  ２－３ 応酬会話    

  ２－４ 印象にのこる会話のコツ    

３．ロールプレイング実習 14 〇 〇 

  ３－１ 顧客ニーズの分析    

  ３－２ セールストーク考案    

  ３－３ ロールプレイング練習    

  ３－４ ロールプレイング実習    

４．顧客満足調査（もしくは未来ウィーク実習） 4 〇 〇 

５．まとめ 2 〇 〇 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である 
 
 
 
 
 

マーケティング 
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K36 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Hospitality EnglishⅡ 

国際観光・ビジネス科 
接客英語Ⅱ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 通年 必修 60 2 クレスポ・クリスティナ 

授 業 の 目 的 

外国人のお客様が多い昨今、日本語だけでなく英語での対応もできるようにするため基本的な接客
英語の表現を学ぶ。 

授 業 の 到 達 目 標 

 
ホテルで外国のお客様と宿泊に関する基本的なコミュニケーションをとることができる。 
 

授業方式 

対面 ○ ライブ型 ○ オンデマンド型  

授業形態 

講義 ○ 演習  実験・実習・実技 ○ 

アクティブ・ラーニング 

グループワーク ○ フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ ○ ＰＢＬ ○ 反転授業  

対話・議論型授業  調査学習  教えあい授業 ○ 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

期末テスト 20% 20% % 40% 

出席状況 % % 10% 10% 

態度 % 10% 10% 20% 

随時テスト×3 15% 15% % 30% 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

 
*ホテル英会話Ⅰ 基礎編 By 日本ホテル教育センター （基礎クラス） 
*ホテル英会話Ⅱ 応用編 By 日本ホテル教育センター （応用クラス） 
 
 
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

あいさつ、丁寧な表現、 4   

ドアマン、ベルマンで使う表現 7   

クロークで使う表現 6   

フロントで使う表現 7   

チェックインでの表現 10 ○ ○ 

予約での表現 10 ○ ○ 

チェックアウトの表現 10 ○ ○ 

感謝と謝罪の表現 4   

期末テスト 2 ○ ○ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
 
 
 

・「ホテル概論」、「ホテル実
務」、「ホテル研究」 
・ホテル専門用語活用Ⅱ 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K37 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Selected Language 
国際観光・ビジネス科 

選択言語 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 後期 必修 30 1 青嶋 晶子 

授 業 の 目 的 

コロナ禍のため規制されていた日本への入国制限が緩和され、外国人観光客が日本に戻りつつあ
る。今後は中国からの訪日客も大幅に回復すると予想されているので、中国語は観光やサービスの
業界において必須なものとなるだろう。本科目では将来サービスの業界で活躍する学生に接客中国
語を学んでもらい、中国からの旅行客に対し、積極的に声掛けができるようにする。 
 

授 業 の 到 達 目 標 

①中国語の基本的な構造を理解する。 
②正しい声調で発音することができる。 
③接客日本語との違いを理解する。 
④場面にふさわしい中国語を話すことができる。 
 

授業方式 

対面 〇 ライブ型 〇 オンデマンド型  

授業形態 

講義 〇 演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク 〇 フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ 〇 ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業  調査学習  教えあい授業 〇 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

修了テスト（会話／筆記） 20% 20% % 40% 

随時テスト（会話／筆記） 10% 10% % 20% 

課題 10% % 10% 20% 

授業態度 % % 20% 20% 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

『カタカナで読める！接客中国語』 
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

１．オリエンテーション 1   

２．発声の仕組み 1   

３．声調 1   

４-１．接客の必須フレーズ① 2   

４-２．接客の必須フレーズ② 2   

５．コンビニでのフレーズ 2   

  コンビニロールプレイ 2 △ 〇 

６．居酒屋でのフレーズ 2   

  居酒屋ロールプレイ 2 △ 〇 

７．レストランでのフレーズ 2   

  レストランロールプレイ 2 △ 〇 

８-１．ホテル・旅館でのフレーズ① 2   

８-２．ホテル・旅館でのフレーズ② 2   

   ホテル・旅館ロールプレイ 2 △ 〇 

９．観光案内所でのフレーズ 2   

  観光案内所ロールプレイ 2 △ 〇 

10．修了試験 1  〇 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目   

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K39 

授 業 科 目 名 学科・コース 

TOEIC Ⅱ 
国際観光・ビジネス科 

TOEIC 対策Ⅱ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 後期 必修 60 2 クレスポ・クリスティナ 

授 業 の 目 的 

就職活動で有利にするため、そして就職後も活かせるようにするため、ビジネス上/日常で使われ
る英語の聴解、読解を学んでいく。 

授 業 の 到 達 目 標 

 
TOEIC を受験させ、ネパール、スリランカ、フィリピンなど英語圏の学生は 750 点以上。 
ベトナムなど非英語圏は 600 点以上を目指す 

授業方式 

対面 ○ ライブ型 ○ オンデマンド型  

授業形態 

講義 ○ 演習 ○ 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク ○ フィールドワーク  プレゼンテーション  

ロールプレイ ○ ＰＢＬ ○ 反転授業  

対話・議論型授業  調査学習  教えあい授業 ○ 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

随時テスト 40% % % 40% 

出席状況 % % 10% 10% 

態度 % 5% 5% 10% 

期末テスト 40% % % 40% 

 % % % % 

 % % % % 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

 
 
『はじめての TOEIC L＆R テスト きほんのきほん』  By スリーエーネットワーク 
 
 
 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

TOEIC とは、サンプル問題 2   

写真描写問題 6   

応答問題 6   

会話問題 4   

説明文問題 8   

リスニングまとめテスト 2 ○ ○ 

文法 短文穴埋め 4   

長文穴埋め 8   

読解 8   

読解まとめテスト 2 ○ ○ 

過去問 8 ○ ○ 

期末テスト 2 ○ ○ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

 
TOEIC を少なくとも 1度は受験させる 
 

・接客英語Ⅰ、Ⅱ 
 
 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K42 

授 業 科 目 名 学科・コース 

Tour PlanningⅡ 
国際観光・ビジネス科 

ツアープランニングⅡ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 通年 必修 60 2 鈴木 康久 

授 業 の 目 的 

ニューツーリズムの概念と全国の観光地の知識を習得する 

実際の観光地へのフィールドワークを行い、観光地の魅力や課題も研修する 

浜松の歴史についても研修を行う 着地型旅行のプランニングを行う  

前期後半では、JR時刻表、運賃計算など高度な能力を習得する 

後期の前半では、観光の現場でフィールドワークを行い、就職活動に役立つ研修する  

コースプランニングは２泊３日以上の国内旅行プランニングを演習する 

最終は自身で作成したプランをプレゼンテーションする 

授 業 の 到 達 目 標 

（１）全国の観光地の特徴、地理、歴史を習得 
（２）着地型旅行のプランニング基礎を習得 
（３）接客のおもてなし術を習得 
（４）全国のコースプランニングをニーズに合わせてできる 
（５）プレゼン能力を習得 

授業方式 

対面 ○ ライブ型  オンデマンド型  

授業形態 

講義  演習 〇 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク ○ フィールドワーク ○ プレゼンテーション ○ 

ロールプレイ  ＰＢＬ  反転授業  

対話・議論型授業  調査学習  教えあい授業  

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

終了時プレゼンテーション 30% 20% % 50% 

定着テスト 10% % % 10% 

課題 10% 10% % 20% 

受講態度 % % 20% 20% 

 使用テキスト・教材 

講義では配布するレジュメ、パワーポイントを使用する 
JR 時刻表は講師から配布（２～３人に１冊） 
 
 
 



授業内容・授業計画 

内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

フィールドワーク 旅館の業務の実地研修 6   

ガイダンスと自己紹介 フィールドワークまとめ 2   

観光業界について（復習） 2   

着地型旅行について 2   

定着テスト 2 ○ △ 

着地型旅行のプランニング 2   

まとめ 2   

発表 2   

JR 時刻表・その他時刻表 2   

定着テスト(前期まとめ） 2 ○ △ 

フィールドワーク（実施研修） 4   

フィールドワークまとめ 2   

全国の人気観光地解説 6   

ヒアリングについて 2   

広域のコースプランニング 6   

プレゼンテーション作成と発表 14 〇 〇 

まとめ（評価） 2   

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

※この科目は実務経験のある教員が担当する科目である 
 
 

観光地理 
プレゼン 
日本語 
 

 

 



シラバス（授 業 概 要）   
 時間数は４５分換算 

年 度 2025 年度 

科目コード T2-K45 

授 業 科 目 名 学科・コース 

 

国際観光・ビジネス科 
ホテル実務Ⅱ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 年 前期 必修 60 1 杉森 沙奈恵 

授 業 の 目 的 

*今まで習った知識を形にでき、さらに就職活動でアピールできるように旅館ホテル観光ビジネス
検定を受験。そのための練習を行う。今まで培った力/ホテル知識を再確認する。 
*今までのまとめを含めニーズにあったホテルを選択できる。１年生の際に行った予約やチェック
インの実技の応用を行うことで、対応力を身に着ける 
授 業 の 到 達 目 標 

*各セクションの仕事内容を理解することができる。 
*旅館ホテル観光ビジネス検定 ３級に合格することができる。 

*主要なホテル(国内、外資）についての情報を簡単に説明ができる。 
*浜松駅近くのホテルを知り、個々のニーズにあったホテルを案内できる。 
*ホテルで働いた時、お客様のリクエストに沿うよう案内ができる 
授業方式 

対面 ○ ライブ型 ○ オンデマンド型  

授業形態 

講義  演習 ○ 実験・実習・実技  

アクティブ・ラーニング 

グループワーク ○ フィールドワーク  プレゼンテーション ○ 

ロールプレイ ○ ＰＢＬ ○ 反転授業  

対話・議論型授業 ○ 調査学習  教えあい授業 ○ 

その他  

 成 績 評 価 の 方 法 

評価観点    
 

評価項目 

知識 
技能 

思考 
判断 
表現 

関心 
意欲 
態度 

配点計 

随時テスト 20% 10% % 30% 

出席状況 % % 5% 5% 

態度 % 10% 10% 20% 

期末テスト 30% % % 30% 

プレゼンテーション 5% 5% 5%  15% 

 % % % % 

 使用テキスト・教材 

・旅館ホテル観光の教科書 By NPO 法人 日本ホテルレストラン経営研究所 
 
 
 

授業内容・授業計画 



内   容 
時間 課題 

試験 
評価 

観光ビジネスの概要 3   

宿泊施設の分類 3   

組織とスタッフ業務 3   

求められるスキル 4   

実務基礎知識 4   

作法 3   

検定試験 演習問題 10 ○ ○ 

ホテル業界企業データ 3   

国内主要ホテル（星野リゾート） 4   

世界主要ホテル 4   

浜松駅近郊ホテル 5 ○ ○ 

電話予約 応用編 5   

電話予約 テスト 2 ○ ○ 

チェックイン応用編 5   

 期末テスト 2 ○ ○ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

その他  関連科目 

※この科目は実務経験のある教員が担当する科目である 
 
 
ホテル実務技能検定試験 初級を受験（状況によって宿泊のみ受験） 
 
１年生にゲストとして参加してもらい実際にチェックインを実演さ
せフィードバックをもらう 
 

・「サービス・接遇Ⅰ」、「サ

ービス・接遇Ⅱ」 
・「ホテル基礎知識」、「ホテ
ル実務Ⅰ」 
 
 
 

 


